
（1）6 月号 鯵ヶ沢町商工会報 令和３年６月号 

令
和
３
年
５
月
21
日
（
金
）
午
後
４
時
よ
り
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
、
開
会
に
伴
い
、
太
田
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を

賜
り
ま
し
た
。 

（
挨
拶
要
旨
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、

書
面
議
決
の
開
催
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
期
は
役
員
の
改
選
期
で
あ
り
、
改
選
は
総
会
を

開
催
し
議
決
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

本
日
、
通
常
総
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
こ
の
よ
う
な
中
ご
参
集
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
が
現
在
も
な
お
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
も
危
ぶ
ま
れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
追
い

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
経
済
面
に
お
い
て
も
消
費

税
率
の
引
上
げ
な
ど
に
よ
り
中
小
企
業
の
足
腰
が

弱
っ
て
い
る
中
、
各
地
で
観
光
客
の
往
来
が
途
絶

え
自
粛
な
ど
の
影
響
で
生
活
様
式
が
一
変
、
商
工

会
地
域
の
商
工
業
者
に
と
っ
て
先
行
き
の
見
通
せ

な
い
一
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
当
会
で
は
町
内
の
消

費
喚
起
・
経
済
活
性
化
を
図
る
べ
く
、
町
の
支
援

を
受
け
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
し
、
購
入

者
の
皆
様
に
大
変
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県

休
業
支
援
金
・
町
支
援
金
受
付
、
町
持
続
化
給
付

金
の
受
付
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

経
営
相
談
窓
口
を
設
置
し
国
持
続
化
給
付
金
等
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
コ
ロ
ナ
経
済
対
策

を
通
じ
て
会
員
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
に
奔
走
し
た

一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

厳
し
い
経
済
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
役
職

員
一
丸
と
な
り
皆
様
の
伴
走
型
支
援
を
全
力
で
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
発
展
の
た
め
、

行
政
や
関
係
団
体
と
積
極
的
に
連
携
し
て
事
業
を

行
う
所
存
で
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
参
集
皆
様
の
ご
商
売

繁
盛
と
、
更
な
る
ご
健
勝
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

太
田
会
長
よ
り
挨
拶
後
、
八
木
澤
健
一
氏
を
議

長
に
選
出
し
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

◆
第
１
号
議
案 

「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収
支
決
算

書
承
認
に
つ
い
て
」
は
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

部
会
総
会
開
催 

◆
役
職
変
更 

【
総
括
経
営
指
導
員
】
村
上 

正
行
（
定
年
） 

【
事
務
局
長
】 

 
 

村
上 

正
行
（
採
用
） 

こ
の
度
、
３
月
31
日
を
も

っ
て
鯵
ヶ
沢
町
商
工
会
総

括
経
営
指
導
員
を
定
年
退

職
し
、
４
月
１
日
付
で
事
務

局
長
を
命
じ
ら
れ
、
引
き
続

き
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

私
自
身
、
鰺
ヶ
沢
町
商
工
業
の
経
営
支
援
、
地

域
振
興
の
業
務
に
再
び
携
わ
る
こ
と
が
で
き
最

高
の
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
厳
し
い
経
済
社
会
情
勢
の

中
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
鯵
ヶ
沢
町
商

工
会
の
発
展
と
地
域
の
振
興
に
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 
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会員数 302 名（6 月 17 日現在） 

 

◆
女
性
部
通
常
部
員
総
会 

令
和
３
年
４
月
27
日
（
火
）
午
後
６
時
３０
分

よ
り
鯵
ヶ
沢
町
商
工
会
館
に
お
い
て
開
催
。 

第
１
号
議
案 

 
令
和
２
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書
承

認
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案 

 

令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
書
（
案
）
承
認
に
つ
い
て 

▼

女

性

部

▲ 

◆
青
年
部
通
常
部
員
総
会 

令
和
３
年
４
月
20
日
（
火
）
午
後
６
時
30
分
よ

り
鯵
ヶ
沢
町
商
工
会
館
に
お
い
て
開
催
。 

第
１
号
議
案 

令
和
２
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書

承
認
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案 

令
和
３
年
度
青
年
部
会
費
の
免
除
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案 

 

令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
書
（
案
）
承
認
に
つ
い
て 

第
４
号
議
案 

 

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に
つ
い
て 

第
１
～
４
号
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
役
員
が

次
の
通
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。 

職

員

人

事 

◆
第
２
号
議
案 

「
労
働
保
険
事
務
組
合
鯵
ヶ
沢
町
商
工
会
事
務
処

理
規
約
の
一
部
変
更(

案)

に
つ
い
て
」
は
原
案
通

り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
第
３
号
議
案 

「
令
和
３
年
度
事
業
計
画(

案)

並
び
に
収
支
予
算

書(

案)

審
議
に
つ
い
て
」
は
原
案
通
り
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
。 

◆
第
４
号
議
案 

「
令
和
３
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ

い
て
」
は
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
第
５
号
議
案 

「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
」
を
上

程
。
選
考
委
員
に
よ
る
選
任
の
結
果
、
下
記
の
通

り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

全
議
案
の
審
議
を
終
え
、
総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。 

【
今
年
度
の
重
点
事
業
内
容
】 

①
商
工
会
地
域
力
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援 

 

・
地
域
商
店
街
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
、

活
性
化
支
援 

 

・
「
焼
き
イ
カ
」
を
利
用
し
た
観
光
推
進
事
業 

 

・
空
き
店
舗
情
報
発
信
事
業 

②
地
域
内
消
費
喚
起
へ
の
支
援 

 

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業 

③
厳
し
い
経
営
環
境
克
服
に
向
け
た
中
小
・
零
細

企
業
の
支
援 

 

・
経
営
発
達
支
援
事
業
の
実
施 

 

・
事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業
の
実
施 

 

・
創
業
、
経
営
革
新
、
事
業
承
継
等
の
推
進 

 

・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
事
業
の
支
援 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
影
響
を
受 

け
る
事
業
所
の
支
援 

④
活
力
あ
る
商
工
会
づ
く
り 

 

・
会
員
加
入
促
進
に
よ
る
組
織
の
強
化 

 

・
巡
回
訪
問
の
一
層
の
推
進
、
強
化 

 

・
各
種
共
済
制
度
の
推
進 

 

・
職
員
の
組
織
能
力
の
向
上
と
人
材
育
成 

決
算
予
算
状
況 

収入の部 収入の部

科目 金額 科目 金額

補 助 金 等 収 入 28,698,944 補 助 金 等 収 入 48,128,270

会 費 手 数 料 等 収 入 14,953,000 会 費 手 数 料 等 収 入 67,532,178

前 期 繰 越 収 支 差 額 1,529,892 受 託 料 収 入 2,277,828

合　　計 45,181,836 前 期 繰 越 収 支 差 額 147,057

合　　計 118,085,333

支出の部 支出の部

科目 金額 科目 金額

経 営 改 善 普 及 事 業

指 導 職 員 設 置 費
28,005,191

経 営 改 善 普 及 事 業

指 導 職 員 設 置 費
32,801,360

経営改善普及事業指導事業費 1,560,000 経営改善普及事業指導事業費 1,105,695

地 域 総 合 振 興 事 業 費 10,022,000 地 域 総 合 振 興 事 業 費 73,746,829

管 理 費 5,384,400 受 託 事 業 費 2,169,360

予 備 費 210,245 管 理 費 4,732,184

合　　計 45,181,836 引 当 費 2,000,013

次 期 繰 越 収 支 差 額 1,529,892

合　　計 118,085,333

令和2年度決算状況令和3年度予算状況

▼

青

年

部

▲ 

◆
絆
感
謝
運
動
（
清
掃
活
動
） 

令
和
３
年
６
月
11
日
（
金
）
絆
感
謝
運
動
と
し
て

海
の
駅
わ
ん
ど
～
は
ま
な
す
公
園
の
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
人
々
の
移

動
も
停
滞
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
来
町
し
た

方
々
に
は
気
持
ち
良
く
観
光
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
来
町
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。 

◆
美
化
運
動
事
業
（
ゴ
ミ
拾
い
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
３
年
５
月
26
日
（
水
）

美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、

は
ま
な
す
公
園
の
ゴ
ミ
拾
い

を
実
施
し
ま
し
た
。
町
海
水

浴
場
海
岸
か
ら
拠
点
館
へ
続

く
遊
歩
道
、
ブ
リ
ッ
ジ
下
海

岸
付
近
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。 

◆
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
３
年
６
月
９
日
（
水
）

鰺
ヶ
沢
町
観
光
協
会
、
商
工

会
青
年
部
の
協
力
の
も
と
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
実
施
出
来
ず

残
念
な
思
い
で
し
た
が
、
そ

の
分
も
今
年
は
よ
り
心
を
込

め
て
植
栽
い
た
し
ま
し
た
。 

各
部
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
部
会
長
及
び
副
部

会
長
に
ご
覧
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
◆
商
業
部
会 

部
会
長 

 

一
戸 

勝
範 

副
部
会
長 
工
藤 

哲
也 

（
令
和
３
年
６
月
14
日
選
任
） 

  ◆
サ
ー
ビ
ス
部
会 

部
会
長 

 

八
木
澤 

健
一 

副
部
会
長 

坂
牛 

哉
子 

（
令
和
３
年
６
月
16
日
選
任
） 

  ◆
工
業
部
会 

部
会
長 

 

本
間 

宏
幸 

副
部
会
長 

千
田 

功 

（
令
和
３
年
６
月
16
日
選
任
） 

 

監
事

監
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

副
会
長

副
会
長

会
長

安
田
　
正
美

増
田
　
晶
夫

葛
西
　
和
子

新
保
　
　
航

　
西
澤
　
仁
志

　

網
野
　
修

尾
崎
　
　
大

石
岡
　
　
勝

成
田
　
直
樹

菊
谷
　
忠
光

八
木
澤
健
一

坂
牛
　
哉
子

千
田
　
　
功

葛
西
　
功
樹

花
田
　
恭
一

一
戸
　
勝
範

本
間
　
宏
幸

斉
藤
　
行
治

野
呂
　
貞
一

滝
渕
　
英
一

太
田
　
正
光

日
照
田
町

舞
戸
町

女
性
部

青
年
部

北
浮
田
町

淀
町

漁
師
町

赤
石
町

中
村
町

本
町

舞
戸
町

舞
戸
町

舞
戸
町

舞
戸
町

七
ツ
石
町

舞
戸
町

本
町

富
根
町

北
浮
田
町

漁
師
町

釣
町

【

役
員

 

】

第
３
号
議
案 

 

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て 

第
１
～
３
号
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
役
員
が

次
の
通
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。 

最後は皆で記念撮影！ 

監
査
委
員

監
査
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

副
部
長

副
部
長

部
　
長

斉
藤
ゆ
き
子

飛
島
　
順
子

神
　
薫

工
藤
真
由
美

滝
渕
　
裕
子

対
馬
　
昌
子

田
附
　
星
子

齋
藤
三
保
子

一
戸
　
繁
子

坂
牛
　
哉
子

葛
西
　
和
子

【

役
員

 

】

監
　
事

監
　
事

常
任
委
員

常
任
委
員

常
任
委
員

副
部
長

副
部
長

部
　
長

後
藤
　
　
豪

石
岡
　
一
穂

斎
藤
　
裕
介

須
藤
　
康
仁

太
田
　
正
史

吉
田
　
秀
明

尾
崎
　
　
大

新
保
　
　
航

【

役
員

 

】
海の駅周辺道路沿いの 

清掃活動を行う青年部員 



（2）6 月号 鯵ヶ沢町商工会報 令和３年６月号 

◆
退 

職 
【
事
務
局
長
】
三
ッ
橋 

智
明
（
定
年
） 

 

【
主 

 
査
】
今 

佑
馬
（
依
願
） 

 

◆
転 

入 

【
経
営
指
導
員
】
佐
々
木

さ

さ

き 

郷
み
さ
と 

（
市
浦
商
工
会
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
市
浦
商
工
会
よ
り
参

り
ま
し
た
佐
々
木
と
申
し

ま
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よ
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北
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こ
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鰺
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し
、
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
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ろ
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願
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鰺ヶ沢町空き店舗等活用対策事業補助金【概略】 
 

町内に住所または主たる事業所を有し、新たに空き店舗

等を賃借して事業を行う方に対する空き店舗等の賃料を補

助します。 
 

・対象者（次の要件の他、満たすべき要件があります。） 

①小売業、飲食店、サービス業に供する店舗であること。 

②2 年以上継続して営業を行う計画があるもの 

③営業時間が午後 5 時以降のみでないこと 

④納税状況の良好な者 

⑤鯵ヶ沢町商工会員、あるいは入会意志のあるもの 
 

 

・対象経費 空き店舗等の開業月以降連続する 12 ヵ月分の賃借料 

(礼金、敷金及び共益費等は除く。) 
 

・補助率等 対象経費の2/3以内の額又は月額5万円（年額60万円） 

のいずれか低い額以内 

                                         

 

 

鰺ヶ沢町創業支援事業補助金【概略】 

町内において創業する方に対する創業資金を補助します。 
 

 

・対象者（次の各項目のいずれにも該当する方） 

①年度内に創業をする者又は申請時に創業等の日から１年を経過しな 

い者 

②町税を滞納していないこと 

③町内に居住、又は町内に本店又は主たる事務所を置くこと 

④同一場所で2年以上継続して営業を行う計画がある者 
 

 

・対象経費 土地建物購入費、増改築や改修に要する経費、設備、 

備品購入費、広告宣伝費、法人設立時に要する申請手数料等 
 

・補助率等 対象経費の1/2以内の額又は100万円のいずれか低い額以内 

（千円以下、切捨て） 

                                         

 

 

小規模事業者経営改善資金利子補助金 
 

事業者の経営の安定化と地域経済の活性化を図るため、

皆様の支援をいたしますのでご活用下さい。日本政策金融

公庫のマル経融資を受けた町内小規模事業者に対し、利子

分を補助します。 
 

 

・対象者（次の各項目のいずれにも該当する方） 

①鯵ヶ沢町商工会の推薦を受け、令和３年４月１日以後にマル経融資を 

受けた者であること。 

②町内において、１年以上継続して同一事業を営んでいる者（個人にあ 

っては１年以上継続して町内に在住している者）であって、原則とし 

て６ヵ月以上商工会の経営指導を受けていること。 

③町税を滞納していないものであること。 

④この要綱に基づく補助金の交付を受けていない者であること。 
 

 

◆融資限度額 一社当たり2,000万円 

◆融 資 期 間 運転資金7年（据置1年）設備資金10年（据置2年） 

◆融 資 利 率 1.21％（２年６月１日現在） 

◆補 助 率 約定利息の1回～12回まで支払われた利子相当額 

 

                                                                               
 

 

 

お問合せ先 町政策推進課観光商工班 

  鯵ヶ沢町商工会 

お電話いただけば職員がお伺いいたします。気軽にお声掛け下さい。詳しくは商工会まで ＴＥＬ：０１７３-７２-２３７６ 

要件1

要件2

給付額

申請受付
期間

オンラインで簡単に申請することができます。詳しくは月次支援金HPをご確認下さい。

4月・5月分：6月16日～8月15日
6月分　　  ：7月  1日～8月31日

中小法人・個人事業者のための

月 次 支 援 金
緊急自体措置・まん延防止重点措置の影響緩和

緊急事態措置又はまん延防止重点措置に伴う飲食店の休業・時
短営業又は外出自粛等の影響を受けていること

緊急事態措置又はまん延防止等重点措置が実施された月のうち措置の影響を受けて月間売

上が2019年または2020年の同じ月と比べて50％以上減少していること

中小法人等　：上限２０万円／月
個人事業者等：上限１０万円／月

〈一般型〉

補助額

補助率

補助対象

補助額

補助率

補助対象

店舗改装、チラシ作成、広告掲載など

ご相談は商工会まで☎TEL0173-72-2376

小規模事業者等がポストコロナ社会に対応したビジネスモデルの転換に資する取組や感染防
止対策費の一部を支援

販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

小規模事業者等が経営計画を策定して取り組む販路開拓等の取組を支援

〈低感染リスク型ビジネス枠〉

対人接触機会の減少を目的としたテイクアウト・
デリバリ-サービス導入、ECサイト構築など

上限１００万

4分の3

上限５０万

3分の2

持 続 化 補 助 金

「事業再生」に向けた取り組みをお手伝いします！

相談は無料です。秘密は厳守します。お気軽に相談を。

　　青森県中小企業再生支援協議会（017-723-1021）

　　青森県産業復興相談センター（017-752-9225）

　　が相談を承ります。

コロナ禍の影響や厳しい経営でお困りの経営者の皆さん！

例えば・・・

●コロナ禍の影響で、売上が伸びずに借入金返済の負担が大きい。

●過剰債務・過剰設備により財務内容が悪化している。

●事業の継続の見通しはあるが、事業の見直し・金融機関調整が必要。

職

員

人

事 

商
工
会
員
・
青
年
部
員
＆
女
性
部
員 

加

入

者

募

集 
 

ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
商
工
会
ま
で
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 

日本政策金融公庫 貸付利率 
 

◎普通貸付  基準利率  年1.11～2.55％  

使途、返済期間によって利率が異なります。 
 

◎経営改善資金貸付  マル経  年1.21％  

小規模事業者等の方が経営改善資金に必要な

資金を無担保・無保証人でご利用出来る制度

です。所得税等の納税状況の良好な方が対象

となります。 
 

◎コロナマル経、コロナ特別貸付 
 

◎教育資金貸付  年1.66％  
 

（令和３年６月１日現在） 

 

令和３年度雇用保険料率  
～令和２年度からの変更はありません～ 

 

 
 

 

負担者 

事業の種類 
労働者 事業主 雇用保険料率 

 

一般の事業 
 

3/1000 6/1000 9/1000 
 

農林水産・清酒製造の事業 
 

4/1000 7/1000 11/1000 
 

建設の事業 
 

4/1000 8/1000 12/1000 
 

 

令和 2年 4月 1日より※高年齢労働者についても雇用保険料

の納付が必要となりますのでお気を付けください。 
 

 

※高年齢労働者：保険年度の初日（４月１日）において満 64歳以上であ

る労働者であって、雇用保険の一般被保険者となっている方 
 


